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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第79期

第２四半期
連結累計期間

第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (百万円) 43,195 44,246 94,797

経常利益 (百万円) 903 1,049 2,399

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
(百万円) 596 682 1,566

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 603 572 1,264

純資産額 (百万円) 18,538 19,515 19,214

総資産額 (百万円) 47,019 47,122 48,233

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 120.96 137.32 316.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 38.5 40.4 38.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △613 1,986 815

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △82 △116 △215

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △379 △569 △788

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 10,163 12,357 11,052

 

回次
第79期

第２四半期
連結会計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 100.11 110.20

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、各期とも潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の第７波により感染が急拡大した

ものの、行動制限の緩和により経済活動の正常化が進むなど、回復基調で推移しました。一方、資源・エネルギー

価格の高騰や急激な円安の進行により物価上昇圧力が高まるなど、依然として景気の先行きは不透明な状況が続き

ました。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましては、需要動向は総じて回復基調にあるものの、多くの事業分野に

おいて部材不足による長納期化や原材料価格高騰の影響を受けました。

 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は442億46百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は９億95百

万円（前年同期比14.0％増）、経常利益は10億49百万円（前年同期比16.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は６億82百万円（前年同期比14.4％増）となりました。

 

　セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

 

（電機関連事業）

　生産設備分野、建築設備分野において、部材不足等による納期の長期化が広範囲にわたり継続しております。一

方、半導体市場における設備投資など需要は旺盛な状況が続いており、FA機器製品、レーザ加工機などの販売が順

調に推移しました。

　以上の結果、売上高は119億90百万円（前年同期比14.2％増）、セグメント利益は５億58百万円（前年同期比

47.2％増）となりました。

 

（機械関連事業）

　農業施設分野、産業機械分野における省人化投資等の引合いは堅調であり、農業施設案件などの受注額が増加し

ましたが、設備資材不足等の影響により大型物件の受渡しが少なく、収益面は低調に推移しました。

　以上の結果、売上高は23億29百万円（前年同期比46.8％減）、セグメント損失71百万円（前年同期はセグメント

利益16百万円）となりました。

 

（建設・エネルギー関連事業）

　建材分野では、建築資材の高騰や納期の長期化により首都圏近郊の建築案件が伸び悩みましたが、北海道新幹線

工事におけるセメント、骨材の出荷は引き続き堅調に推移しました。建設機械分野では、コンクリート関連機械に

対する需要は回復傾向にありますが、製品の長納期化の影響を受けました。エネルギー分野では、原油価格高騰に

よる石油製品の販売価格の上昇・高止まりなど、厳しい市場環境が続きました。

　以上の結果、売上高は215億９百万円（前年同期比3.8％増）、セグメント利益は２億22百万円（前年同期比

16.4％減）となりました。

 

（海運関連事業）

　連結子会社のナラサキスタックス(株)では、コンテナ不足や円安の影響を受けましたが、貨物取扱量は総じて回

復傾向となり、鋼材や石炭の取扱いが増加しました。加えて、新規貨物の獲得、社内外原価の削減、効率配船等に

より収益確保に努めました。

　以上の結果、売上高は84億17百万円（前年同期比10.7％増）、セグメント利益は２億82百万円（前年同期比

34.0％増）となりました。
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（２）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は471億22百万円となり、前連結会計年度末に比べて11億10百万円の減少

となりました。主な要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少12億42百万円、電子記録債権の減少６億54百万

円、現金及び預金の増加13億４百万円であります。

　負債は276億６百万円となり、前連結会計年度末に比べて14億12百万円の減少となりました。主な要因は、電子

記録債務の減少13億20百万円、借入金の減少１億51百万円、支払手形及び買掛金の増加３億28百万円であります。

　純資産は195億15百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億１百万円の増加となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて1.5ポイント増加し、40.4％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は123億57百万円（前年同期は101億63百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べ13億４百万円の増加となりました。

 

　各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、19億86百万円の収入（前年同期は６億13百万円の支出）となりました。

主な収入項目は、売上債権の減少額18億95百万円、税金等調整前四半期純利益10億52百万円及び減価償却費２億96

百万円であり、主な支出項目は、仕入債務の減少額９億91百万円及び法人税等の支払額４億52百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、１億16百万円の支出（前年同期は82百万円の支出）となりました。主な

支出項目は、有形固定資産の取得による支出１億29百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、５億69百万円の支出（前年同期は３億79百万円の支出）となりました。

主な支出項目は、配当金の支払額３億28百万円及び借入金の純減少額１億51百万円であります。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（６）研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
　（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,325,600 5,325,600

東京証券取引所

スタンダード市場

札幌証券取引所

単元株式数は100

株であります。

計 5,325,600 5,325,600 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
― 5,325 ― 2,354 ― 619
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

三菱電機㈱ 東京都千代田区丸の内２丁目７－３ 419 8.29

STATE STREET BANK AND TRUST

CLIENT OMNIBUS ACCOUNT OM02

505002

（常任代理人

㈱みずほ銀行決済営業部）

100 KING STREET WEST, SUITE 3500, PO

BOX 23 TORONTO, ONTARIO M5X 1A9 CANADA

(東京都港区港南２丁目15－１　品川イン

ターシティＡ棟）

290 5.73

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 231 4.57

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 203 4.02

光通信㈱ 東京都豊島区西池袋１丁目４－10 183 3.62

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区大手町２丁目６－４ 162 3.20

ナラサキ産業社員持株会
東京都中央区入船３丁目３―８

ナラサキ産業㈱内
154 3.05

㈱北洋銀行 北海道札幌市中央区大通西３丁目７ 143 2.84

極東開発工業㈱ 兵庫県西宮市甲子園口６丁目１－45 141 2.80

住友大阪セメント㈱ 東京都千代田区六番町６―28 109 2.15

計 ― 2,038 40.33

（注）　2020年12月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、フィデリティ投信株式

会社が2020年12月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会

計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりであります。

大量保有者　　　　　フィデリティ投信株式会社

住所　　　　　　　　東京都港区六本木七丁目７番７号

保有株券等の数　　　株式　495,089株

株券等保有割合　　　9.30％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 271,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,047,000 50,470 －

単元未満株式 普通株式 7,100 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  5,325,600 － －

総株主の議決権  － 50,470 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ナラサキ産業株式会社

東京都中央区入船三丁目

３番８号
271,500 － 271,500 5.09

計 ― 271,500 － 271,500 5.09

（注）上記のほか、四半期連結財務諸表に自己株式として認識している信託銀行（従業員持株ＥＳＯＰ信託口、以下

「信託口」という）所有の当社株式が62,500株あります。これは当社と信託口が一体のものであると認識し、信

託口が所有する当社株式を自己株式として計上していることによるものであります。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,080 12,385

受取手形、売掛金及び契約資産 16,136 14,894

電子記録債権 3,022 2,368

商品及び製品 1,619 1,709

仕掛品 9 91

原材料及び貯蔵品 44 55

その他 1,977 1,667

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 33,885 33,166

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,604 4,604

その他（純額） 3,982 3,748

有形固定資産合計 8,586 8,352

無形固定資産 174 156

投資その他の資産   

その他 5,594 5,455

貸倒引当金 △8 △9

投資その他の資産合計 5,586 5,446

固定資産合計 14,347 13,955

資産合計 48,233 47,122
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,262 12,590

電子記録債務 8,032 6,712

短期借入金 1,350 1,350

１年内返済予定の長期借入金 236 140

未払法人税等 495 362

賞与引当金 422 401

その他 1,404 1,537

流動負債合計 24,203 23,095

固定負債   

長期借入金 498 442

特別修繕引当金 100 60

退職給付に係る負債 1,260 1,256

その他 2,955 2,751

固定負債合計 4,816 4,511

負債合計 29,019 27,606

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,354 2,354

資本剰余金 1,292 1,291

利益剰余金 14,735 15,091

自己株式 △686 △623

株主資本合計 17,697 18,114

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 898 791

繰延ヘッジ損益 1 5

退職給付に係る調整累計額 157 128

その他の包括利益累計額合計 1,057 925

非支配株主持分 459 475

純資産合計 19,214 19,515

負債純資産合計 48,233 47,122
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 ※１ 43,195 ※１ 44,246

売上原価 38,627 39,450

売上総利益 4,568 4,796

販売費及び一般管理費 ※２ 3,695 ※２ 3,800

営業利益 873 995

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 38 51

持分法による投資利益 13 8

その他 24 34

営業外収益合計 80 97

営業外費用   

支払利息 25 23

その他 25 20

営業外費用合計 50 44

経常利益 903 1,049

特別利益   

固定資産売却益 0 3

特別利益合計 0 3

特別損失   

固定資産処分損 0 0

投資有価証券評価損 0 －

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 903 1,052

法人税、住民税及び事業税 280 322

法人税等調整額 9 24

法人税等合計 289 346

四半期純利益 613 705

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 23

親会社株主に帰属する四半期純利益 596 682

 

EDINET提出書類

ナラサキ産業株式会社(E02579)

四半期報告書

11/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 613 705

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 17 △108

繰延ヘッジ損益 △1 3

退職給付に係る調整額 △26 △28

その他の包括利益合計 △10 △132

四半期包括利益 603 572

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 587 550

非支配株主に係る四半期包括利益 15 22
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 903 1,052

減価償却費 292 296

長期前払費用償却額 2 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 △21

退職給付に係る資産負債の増減額 △53 △50

その他の引当金の増減額（△は減少） 17 △40

受取利息及び受取配当金 △42 △54

支払利息 25 23

持分法による投資損益（△は益） △13 △8

固定資産処分損益（△は益） △0 △3

投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △928 1,895

棚卸資産の増減額（△は増加） △286 △181

前渡金の増減額（△は増加） 619 137

仕入債務の増減額（△は減少） △589 △991

その他 △201 363

小計 △250 2,421

利息及び配当金の受取額 46 58

利息の支払額 △25 △24

法人税等の支払額 △368 △452

その他 △16 △17

営業活動によるキャッシュ・フロー △613 1,986

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △97 △129

有形固定資産の売却による収入 0 4

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

貸付けによる支出 △6 △2

貸付金の回収による収入 4 6

その他 20 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △82 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200 －

長期借入金の返済による支出 △192 △151

自己株式の売却による収入 23 22

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △298 △322

非支配株主への配当金の支払額 △4 △5

その他 △106 △110

財務活動によるキャッシュ・フロー △379 △569

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,076 1,304

現金及び現金同等物の期首残高 11,239 11,052

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 10,163 ※ 12,357
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

　以下の会社の代理取引等に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度

（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

岡建工事㈱　他４社（代理取引）

悠禧貿易（上海）有限公司（信用状取引）

60百万円

5

㈱FUJIKEN　他５社（代理取引）

悠禧貿易（上海）有限公司（信用状取引）

38百万円

10

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　売上高の著しい季節的変動

　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件の売上高は、第２四半期以降に集中するため、四半期連結

会計期間の売上高には季節的変動があります。

 

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

貸倒引当金繰入額 0百万円 1百万円

従業員給料手当 1,524 1,540

賞与引当金繰入額 351 356

退職給付費用 63 55

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

現金及び預金勘定 10,192百万円 12,385百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △28 △28

現金及び現金同等物 10,163 12,357
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2021年５月18日

取締役会
普通株式 利益剰余金 295 60 2021年３月31日 2021年６月９日

（注）　2021年５月18日取締役会決議の配当金総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する配当金５

百万円を含めておりません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2022年５月17日

取締役会
普通株式 利益剰余金 322 65 2022年３月31日 2022年６月９日

（注）　2022年５月17日取締役会決議の配当金総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する配当金４

百万円を含めておりません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 
電機

関連事業

機械

関連事業

建設・

エネルギー

関連事業

海運

関連事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

売上高        

顧客との契約から生じ

る収益
10,502 4,376 20,708 7,601 43,189 － 43,189

その他の収益 － － 6 － 6 － 6

外部顧客への売上高 10,502 4,376 20,714 7,601 43,195 － 43,195

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 173 9 182 △182 －

計 10,502 4,376 20,887 7,611 43,378 △182 43,195

セグメント利益 379 16 266 210 873 △0 873

（注）１　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△５百万円、セグメント間取

引消去額５百万円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

EDINET提出書類

ナラサキ産業株式会社(E02579)

四半期報告書

15/19



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 
電機

関連事業

機械

関連事業

建設・

エネルギー

関連事業

海運

関連事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

売上高        

顧客との契約から生じ

る収益
11,990 2,329 21,503 8,417 44,240 － 44,240

その他の収益 － － 6 － 6 － 6

外部顧客への売上高 11,990 2,329 21,509 8,417 44,246 － 44,246

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 218 7 225 △225 －

計 11,990 2,329 21,727 8,425 44,472 △225 44,246

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
558 △71 222 282 993 2 995

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△

１百万円、セグメント間取引消去額４百万円が含まれております。

２　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益（円） 120.96 137.32

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 596 682

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
596 682

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,932 4,971

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　当社では、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上

しているため、上記の１株当たり四半期純利益の算定に用いられた前第２四半期連結累計期間及び当第２四半

期連結累計期間の「普通株式の期中平均株式数」は、当該株式数が控除されております（前第２四半期連結累

計期間87千株、当第２四半期連結累計期間68千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ナラサキ産業株式会社(E02579)

四半期報告書

17/19



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月11日

ナラサキ産業株式会社

取締役会　御中

 

アーク有限責任監査法人

　東京オフィス

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三島　徳朗

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 逸見　宗義

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナラサキ産業株

式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナラサキ産業株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

 

 

（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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